評価の観点と評価規準　4年下
	単
元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	10
がい数とその計算
	①がい数の表し方
	Ａ
	概数の表し方に関心を持ち，進んでどんなところに概数が使われているか見つけようとしている。
	数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を筋道立てて考えることができる。


	収穫量などの大きな数量を四捨五入によって概数処理し，棒グラフに表すことができる。
	概数の意味と四捨五入の意味を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	概数に関心を持ち，身の回りで概数を見つけようとしている。
	数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考えることができる。
	大きな数量を四捨五入によって概数処理し，棒グラフに表すことができる。


	概数の意味と四捨五入の意味を理解している。

	
	②がい数の計算
	Ａ
	目的をもち，大きな数の計算を進んで概数で使って計算しようとしている。
	目的に応じて，見積もりの位を適切に考えることができる。
	目的に応じて，必要な位で概数にしてから手際よく計算することができる。
	目的に応じて，複雑な計算の和，差，積，商を見積もるには，概数にしてから計算することを理解している。

	
	
	Ｂ
	目的をもち，大きな数の計算を概数で使って計算しようとしている。
	見積もりの位を適切に考えることができる。
	必要な位で概数にしてから計算することができる。
	複雑な計算の和，差，積，商を見積もるには，概数にしてから計算することを理解している。

	●

見積もりを使って
	まとまりをつくって
	Ａ
	まとまりを作った概数の仕方に関心をもち，進んでこの見積もりを生活に用いようとしている。
	数量を概観し，およそ100，1000のまとまりを考えて見積もり，説明することができる。
	およそ100，1000のまとまりを作って，手際よく見積もることができる。
	まとまりを作る見積もりの仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	まとまりを作った概数の仕方に関心をもち，この見積もりを生活に用いようとしている。
	数量を概観し，およそ100，1000のまとまりを考えて見積もることができる。
	およそ100，1000のまとまりを作って，見積もることができる。
	まとまりを作る見積もりの仕方を理解している。

	●

どんな計算になるのかな
	
	Ａ
	どんな計算になるかに関心をもち，進んで式に表したり，その式のわけを考えたりしようとしている。
	既習の計算の意味を根拠に式に表すことを考え，図やことばでその式になる理由を説明することができる。


	問題を読んで，手際よく式に表し，そのわけをかくことができる。
	四則計算の意味の理解を一層深めている。

	
	
	Ｂ
	どんな計算になるかに関
心をもち，式に表したり，その式のわけを考えたりしようとしている。
	既習の計算の意味を根拠に式に表すことを考え，図を使ってその式になる理由を説明することができる。


	問題を読んで，式に表し，わけをかくことができる。
	四則計算の意味の理解を深めている。

	11
整数の計算のまとめ
	
	Ａ
	既習の整数の計算を振り返り，計算の力を身につけ，進んで伸ばそうとしている。
	四則計算は，いずれも10のいくつ分と考えたり，位毎に分けたりして計算することを統合的に考え，まとめることができる。
	整数の四則計算について手際よく計算することができる。
	四則計算は10のいくつ分と考えたり，位毎に分けたりして計算することを確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	既習の整数の計算を振り返り，計算の力を身につけ，伸ばそうとしている。


	四則計算は，いずれも10のいくつ分と考えたり，位毎に分けたりして計算することに気づくことができる。
	整数の四則計算について確実に計算することができる。
	四則計算は10のいくつ分と考えたり，位毎に分けたりして計算することを理解している。

	12

垂直・

平行と四角形
	①垂直と平行
	Ａ
	2直線の交わり方に関心をもち，身の回りの事象から，進んで垂直や平行を見つけようとしている。
	2つの直線の交わってできる角や1つの直線に垂直に交わる2つの直線に着目し，筋道立てて考えることができる。
	紙を折って，垂直や平行な直線をいろいろと作ることができる。
	直線についての垂直や平行の意味を理解し，身の回りからいろいろな垂直や平行な直線を見つけることができる。

	
	
	Ｂ
	2直線の交わり方に関心をもち，垂直や平行を見付けようとしている。
	2つの直線の交わってできる角や1つの直線に垂直に交わる2つの直線に着目して考えることができる。
	紙を折って，垂直や平行な直線を作ることができる。
	直線についての垂直や平行の意味を知り，身の回りから垂直や平行な直線を見つけることができる。

	
	②垂直や平行な直線のかき方
	Ａ
	垂直や平行な直線のかき方に関心をもち，進んで垂直や平行な直線のかき方を使って長方形をかこうとしている。
	1組の三角定規や方眼紙を使って，垂直や平行な直線のかき方を考え，説明することができる。
	1組の三角定規を使って，任意の用紙に垂直や平行な2直線を的確にかくことができる。
	1組の三角定規や方眼紙を使った垂直や平行な2直線のかき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	垂直や平行な直線のかき方に関心をもち，垂直や平行な直線のかき方を使って長方形をかこうとしている。
	1組の三角定規や方眼紙を使って，垂直や平行な直線のかき方を考えることができる。
	1組の三角定規や方眼紙を使って，垂直や平行な2直線や長方形，正方形をかくことができる。
	1組の三角定規や方眼紙を使った垂直や平行な2直線のかき方を理解している。

	
	③四角形
	Ａ
	平行・垂直関係に着目して四角形を考察し，進んで身の回りから台形，平行四辺形，ひし形を見つけようとしている。
	向かい合った辺の平行，対角線の交わり方等に着目して，様々な四角形の意味や性質を考え，筋道立てて説明することができる。
	指定された平行四辺形をいろいろな方法で作図することができる。
	平行四辺形，ひし形の意味や性質を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	平行・垂直関係に着目して四角形を考察し，身の回りから台形，平行四辺形，ひし形を見つけようとしている。


	向かい合った辺の平行，対角線の交わり方等に着目して，様々な四角形の意味や性質を考え，説明することができる。
	指定された平行四辺形を作図することができる。
	平行四辺形，ひし形の意味や性質を理解している。

	13

小数×整数
、
小数÷整数
	①小数のかけ算
	Ａ
	既習のかけ算の意味や小数の意味に基づいて，進んで（小数)×(整数)のかけ算の仕方を考えようとしている。
	0.1がいくつと考えて，整数のかけ算と同じように考えて計算し，その計算の仕方を論理的に説明できる。
	簡単な（小数)×(整数)計算や小数のかけ算の筆算を手際よく確実に計算ができる。
	（小数)×(整数)の計算の仕方を整数の場合と関連つけて理解している。

	
	
	Ｂ
	既習のかけ算の意味や小数の意味に基づいて（小数)×(整数)の仕方を考えようとしている。
	0.1がいくつと考えて，整数のかけ算と同じように考えて計算し，その計算の仕方を説明できる。
	簡単な（小数)×(整数)計算や小数のかけ算の筆算を確実に計算ができる。
	（小数)×(整数)の計算の仕方を理解している。

	
	②小数のわり算
	Ａ
	既習のわり算の意味や小数の意味に基づいて，進んで小数のわり算の仕方を考えようとしている。
	0.1がいくつと考えて，整数のわり算と同じように考えて計算し，その計算の仕方を論理的に説明できる。
	簡単な（小数)÷(整数)計算や小数のわり算の筆算を手際よく確実に計算ができる。
	（小数)÷(整数)の計算の仕方を整数のわり算の場合と関連つけて理解している。

	
	
	Ｂ
	既習のわり算の意味や小数の意味に基づいて，小数のわり算の仕方を考えようとしている。
	0.1がいくつと考えて，整数のわり算と同じように考えて計算し，その計算の仕方を説明できる。
	簡単な（小数)÷(整数)計算や小数のわり算の筆算を確実に計算ができる。
	（小数)÷(整数)の計算の仕方を理解している。

	◎

も
と
の
数
は
い
く
つ
	
	Ａ
	順に戻して考えることのよさに気づき，進んで問題に取り組もうとしている。
	問題を時系列で図に整理し，順に戻して筋道立てて考えることができる。
	問題を図に整理し，図を見て，順に戻してもとの数を手際よく求めることができる。
	順に戻して考えて解く方法を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	順に戻して考えることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとしている。
	問題を時系列で図に整理し，順に戻して考えることができる。
	問題を図に整理し，図を使って順に戻してもとの数を求めることができる。
	順に戻して考えて解く方法を理解している。

	14

調べ方と整理の仕方
	
	Ａ
	身近な事象を2つの観点から整理するよさに気づき，2次元の表を進んで生活に生かそうとしている。
	目的にあわせて資料を2次元表に整理して，筋道立てて考えることができる。
	資料を落ちや重なりがないように2次元の表に手際よく分類・整理できる。
	2次元の表の意味，見方，表し方，よさを実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象を2つの観点から整理することに関心を持ち，2次元の表を生活に生かそうとしている。
	目的にあわせて資料を2次元表に整理して考えることができる。
	資料を落ちや重なりがないように2次元の表に分類・整理できる。
	2次元の表の意味，見方，表し方，よさを理解している。

	15

分

数
	①1より大きい分数の表し方
	Ａ
	１をこえる分数に関心をもち，その表し方やしくみを進んで調べようとしている。
	数直線を使って，「単位分数のいくつ分」になるかを考えることができる。
	1をこえる分数を，仮分数や帯分数で確実に表すことができる。
	真分数，仮分数，帯分数の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	１をこえる分数に関心をもち，その表し方やしくみを調べようとしている。
	数直線を使って，1をこえる分数の大きさを考えることができる。
	1をこえる分数を，仮分数や帯分数で表すことができる。
	真分数，仮分数，帯分数の意味を理解している。

	15

分数
	②分数のたし算とひき算
	Ａ
	分数の加減計算に関心をもち，進んで帯分数の入った計算も計算しようとしている。
	既習の分数の加減計算と同じように，単位とする分数のいくつ分と考え，筋道立てて説明することができる。
	1をこえる分数の加減計算が確実に計算できる。
	1をこえる分数の加減計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数の加減計算に関心をもち，計算しようとしている。
	既習の分数の加減計算と同じように，単位とする分数のいくつ分と考え，説明することができる。
	1をこえる分数の加減の計算ができる。
	1をこえる分数の加減計算の仕方を理解している。

	
	③等しい分数
	Ａ
	表し方が違うけれども，大きさが同じ分数に関心をもち，進んで数直線で調べようとしている。
	数直線を使って，等しい分数かどうかを判断し，説明することができる。
	数直線を使って，手際よく大きさの等しい分数を見つけることができる。
	数直線を使って，等しい分数の意味を実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	表し方が違うけれども，大きさが同じ分数に関心をもち，進んで数直線で調べようとしている。
	数直線を使って，等しい分数かどうかを判断することができる。
	数直線を使って，大きさの等しい分数を見つけることができる。
	数直線を使って，等しい分数の意味を理解している。

	16

変わり方
	
	Ａ
	伴って変わる2つの数量について，進んで，表，式，グラフに表して調べようとしている。
	伴って変わる2つの数量を，表，□を使った式，グラフに適切に表して考えることができる。

	数量の関係を調べて，表，□を使った式，折れ線グラフに表して変化の様子を手際よく調べることができる。
	伴って変わる2つの数量の関係を調べる表，□を使った式，折れ線グラフのそれぞれの特徴を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	伴って変わる2つの数量について，表，式，グラフに表して調べようとしている。
	伴って変わる2つの数量を表，□を使った式，グラフに表して考えることができる。


	数量の関係を調べて，表，□を使った式，折れ線グラフに表して変化の様子を調べることができる。

	伴って変わる2つの数量の関係を調べる表，□を使った式，折れ線グラフのそれぞれの特徴を理解している。

	17

直方体と立方体
	①直方体と立方体
	Ａ
	観察や構成などを通して，直方体や立方体に関心をもち，自分から進んで調べようとしている。
	構成要素の面，辺，頂点の個数やつながりなどの観点から直方体や立方体の特徴を筋道立てて考えることができる。
	直方体や立方体の見取図や展開図を手際よくかくことができる。
	直方体や立方体の意味やそれらの見取図や展開図のかき方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	直方体や立方体を観察したり構成したりして，その特徴をとらえようとしている。
	構成要素の面，辺，頂点の個数やつながりなどの観点から直方体や立方体の特徴を考えることができる。

	直方体や立方体の見取図や展開図をかくことができる。
	直方体や立方体の意味やそれらの見取図や展開図のかき方を理解している。

	17
直方体と立方体

	②面や辺の平行と垂直
	Ａ
	直方体や立方体について，進んで面や辺の平行・垂直を調べようとしている。
	面や辺の平行，垂直関係の観点から直方体や立方体の特徴を考え，説明することができる。
	直方体や立方体について，手際よく平行や垂直になっている辺や面を見つけることができる。
	直方体や立方体の面や辺の平行，垂直を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	直方体や立方体について，面や辺の平行・垂直を調べようとしている。
	面や辺の平行，垂直関係の観点から，直方体や立方体の特徴を考えることができる。
	直方体や立方体について，手際よく平行や垂直になっている辺や面を見つけることができる。
	直方体や立方体の面や辺の平行，垂直を理解している。

	
	③位置の表し方
	Ａ
	ものの位置の表し方に関心をもち，進んで表そうとしている。
	平面の位置を2つの数の組で表すことを基に，空間にあるものの位置の表し方を筋道立てて考えることができる。
	平面や空間にあるものの位置を2つの数や３つの数の組で表すことができる。
	平面や空間にあるものの位置の表し方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	ものの位置の表し方に関心をもち，進んで表そうとしている。
	平面の位置を2つの数の組で表すことを基に，空間にあるものの位置の表し方を考えることができる。
	平面や空間にあるものの位置を2つや3つの数の組で表すことができる。
	平面や空間にあるものの位置の表し方を理解している。

	◎

だ

れ

で

し

ょ

う
	
	Ａ
	論理の問題に関心をもち，2次元表を用いて，進んで考えようとしている。
	2次元表に情報を基に×や○をつけながら，筋道立てて考えることができる。
	2次元表を使って，手際よく問題を解決することができる。
	2次元表に情報を整理するよさを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	論理の問題に関心をもち，2次元表を用いて，考えようとしている。
	2次元表に情報を基に，×や○を使って順々に考えることができる。
	2次元表を使って問題を解決することができる。
	2次元表に情報を整理すればよいことを実感的に理解している。

	●

よみとる算数(2)
	
	Ａ
	清掃工場見学の新聞を読み，進んで必要な情報を収集して問題解決しようとしている。
	必要な情報を収集し，既習の概数，乗除等の知識，技能を活用することができる。
	新聞から必要な情報を収集し，既習の概数，乗除等の知識，技能を活用して問題を解決することができる。
	新聞から問題解決に必要な情報を適切に収集している。

	
	
	Ｂ
	清掃工場見学の新聞を読み，必要な情報を収集して問題を解決しようとしている。
	必要な情報を収集し，既習の概数，乗除等の知識，技能を活用することができる。
	新聞から必要な情報を収集し，既習の概数，乗除等の知識，技能を活用して問題を解決することができる。
	新聞から問題解決に必要な情報を収集している。

	★
算数のまど
	10　がい数とその計算

ステップ
	Ａ
	概数の色塗り問題に関心をもち，進んでやってみようとしている。
	千の位までの概数にするために，百の位に着目して，四捨五入の処理の仕方を考えることができる。
	百の位の数を手際よく四捨五入によって確実に千の位までの概数に処理し，色塗りをすることができる。
	概数と四捨五入の処理の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	概数の色塗り問題に関心をもち，やってみようとしている。
	百の位に着目して，四捨五入の処理の仕方を考えることができる。
	百の位の数を四捨五入によって千の位までの概数に処理し，色塗りをすることができる。
	概数と四捨五入の処理の仕方を理解している。

	★

算数のまど

	10　がい数とその計算

ジャンプ
	Ａ
	概数新聞作りに関心を持
ち，進んで身近な事象を
数理的に概数処理して，
新聞記事を書こうとして
いる。
	数量の大きさをわかりやくするために，上手に概数を用いることを考えることができる。
	概数を使って，数量の大きさを大局的に表し，説明する記事を書くことができる。
	概数を利用する目的を熟知している。

	
	
	Ｂ
	概数新聞作りに関心を持
ち，身近な事象を数理的
に概数処理して，新聞記
事を書こうとしている。


	数量の大きさをわかりやくするために，概数処理することを考えることができる。
	概数を使って，説明する記事を書くことができる。
	概数を使う目的や意味がわかる。

	
	12　垂直･平行と四角形

ステップ
	Ａ
	図の中の線を延ばして，進んで垂直，平行を調べようとしている。
	直線の交わり方に着目して平行，垂直な直線の組を見いだすことができる。
	方眼を使って垂直と平行な直線を手際よくかくことができる。
	垂直と平行の意味を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	図の中から興味をもって垂直，平行を探そうとしている。
	直線の交わり方に着目して，平行，垂直な直線の組を考えることができる。
	方眼を使って垂直と平行の直線をかくことができる。
	垂直と平行の意味を理解している。

	
	12　垂直･平行と四角形

ジャンプ
	Ａ
	形作りに関心をもち，進んで台形，平行四辺形直角三角形，長方形を作ろうとしている。
	直角に直目して，見当をつけて並べ変えたり，１枚動かして並べ変える方法を考えたりすることができる。
	できた形を手際よく並べ変えて，台形，平行四辺形，直角三角形，長方形を作ることができる。
	正方形の面積を変えないで，いろいろな形に変形できることを実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	形作りに関心をもち，台形，平行四辺形直角三角形，長方形を作ろうとしている。
	直角に直目して，見当をつけて並べ変えることができる。
	できた形を，試行錯誤しながら並べ変えて，台形，平行四辺形，直角三角形，長方形を作ることができる。
	正方形の面積を変えないで，いろいろな形に変形できることに気づいている。

	
	13　小数×整数，小数÷整数

ステップ
	Ａ
	結果を予想しながら楽しく小数の計算に取り組もうとしている。
	既習の小数の意味や計算の仕方を基にして論理的に考えることができる。
	小数×整数，小数÷整数の計算が確実にできる。
	小数×整数，小数÷整数の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	計算コースを楽しみながら取り組もうとしている。
	既習の小数の意味や計算の仕方を基にして考えることができる。
	小数×整数，小数÷整数の計算ができる。
	小数×整数，小数÷整数の計算の仕方を理解している。

	
	13　小数×整数，小数÷整数

ジャンプ
	Ａ
	小数計算ランドに進んで取り組み，同じような問題を作ってさらにやってみようとしている。
	かけ算，わり算の関係を考え，計算の結果を予想することができる。
	小数×整数，小数÷整数の計算が素早く，確実にできる。
	小数×整数，小数÷整数の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	小数計算ランドを楽しみながら取り組むことができる。
	かけ算，わり算の関係を考え，計算の結果を予想する。


	小数×整数，小数÷整数の計算が確実にできる。
	小数×整数，小数÷整数の計算の仕方を理解している。

	★

算数のまど

	17　直方体と立方体

ステップ
	Ａ
	立方体の展開図を基に新しい展開図を作ることに関心をもち，面をいろいろ動かせて考えようとしている。
	見通しを立てて，面の動かし方を考えるとともに，発展的に2面を動かすとどうかと考えることができる。
	面を移動させて手際よくいろいろな新しい展開図を作ることができる。
	立方体の展開図で面のつながり方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	立方体の展開図を基に新しい展開図を作ることに関心をもち，やってみようとしている。
	試行錯誤的に面を動かして考えることができる。
	面を移動させて新しい展開図を作ることができる。
	立方体の展開図で面のつながり方を理解している。

	
	17　直方体と立方体

ジャンプ
	Ａ
	２色に塗り分けた立方体の展開図に関心をもち，全部色のついた正方形の面を変えていろいろに考えてみようとしている。
	見取図と展開図から立方体の面の状態を把握し，面と面のつながりから展開図での面の色のつき方を論理的に考えることができる。
	２色に塗り分けた立方体の展開図を，手際よくいろいろに完成させることができる。
	立方体にはいろいろな展開図があることを理解している。

	
	
	Ｂ
	２色に塗り分けた立方体の展開図に関心をもち，いろいろに考えてみようとしている。
	見取図と展開図から立方体の面の状態を把握し，面と面のつながりから展開図での面の色のつき方を考えることができる。
	２色に塗り分けた立方体の展開図を，いろいろに完成させることができる。
	立方体の展開図を理解している。
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